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Gaia DR3 を用いたオリオン大星雲に付随するYSOのクラスタリングとその運動を調べた



色等級図からYSOの年齢を推定
(α,δ, ω, uα, u δ)を使ってクラスタリング解析

13のbig groupを同定



10 Myr には遠ざかる





アウトフローによって外から熱がある星なしコア IRAS 16293EのD2H
+とH2D

+のマッピング
D/Hが理論値よりも高すぎる？？





D2H+

D2H
+のピーク位置はダストやN2H

+とずれる
→ ダストは温度の影響を受けるのでコアのピークとは限らない



1次元のnon LTE radiative transferD2H+のピークでH2D+は若干depressしてる

D/Hは理論的には ~ 2くらいが限界
10までD/HがいくのはD濃縮の理論が何か違う？





イントロ
UVで観測されるC IVなどのaccretion shockに起因すると思われるラインがあるが、そのメカニズムは
よくわかっていない。特に輝線はbroad とnarrowの二つがあって複雑な様子？
Accretion luminosityや中心星質量などとの相関が見られないのも不思議

モデル: 内側円盤から軸対象にdipole flowで降着. Accretionのエネルギフラックスも3つ（小中大）



ショック通過後と通過前での２
成分を考慮して輻射輸送
特にショック前領域が観測者の
手前にくることが大事

ショックモデルからClaudyを使って
アバンダンスを計算

ショックモデル



YSOのaccretion parameterを使って
Inclination,
C/H ratio,
乱流(pre shock, post shock）
をフィッテイング

合ってるらしい

合ってないらしい



ベストフィットのヒストグラム

C/Hは太陽標準値より低い→ 炭素の枯渇
乱流強度は衝撃波通過後でも結構ある(20%以上)、物理的な機構があるのか、フィットの問題なのか
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